
第39 回大会〕

A 41 ヤ竣め九弘伺 れ っv> ・ 一 洙熹助質り影麿一
傅州り 哺　　 粟す鳶泰ﾐﾁﾞ

食　物　21

目的　 俸^り 加I  苛 雅 りf 白 める^ I-J ゙ f 白 タシハ'ク賃 との関係 ゛つ  `t  tf 今（‘n研 秀が

Ti:? れ  ･` 3  ii"
ヽ 卵

黄 や仰債楕ベ ベ々 の撞 質 吋戦[  乙n 私化超 然ﾀﾄi り りすノ暫 しく検jり

れて ぃ≪沁｀･ 嗜濯 い李畔着り吃I:  5  'tl 1゙ プ1  . 起 忽ﾒ川 竹如 ゛匹敵'^  5 ダ キ軋性^ 多5
二　　　　　　a●.　　　　　　　　　　　●　　･J .u..t　　.

こ｡乙. 吋竣･う招 弘-^ 性if %いこそ。枚 挙隻 リがヴンμ'ク質,・*  j こfe . ^･r-pri や堆潭庫」r.  よ

各影饗蕩 ＼' 7  Iぺ 明 うか{・しべ 之卜 摩・n 鋼 碓 弓原 鶴f ゛勣 ゛耶 いシれJ ゛と の彦 ゛/食

みに ふj 影麿 を鯛 心 補 修 いり刺 網ド フヽ･て楡刺 し 侭，

ゐ吼 叩着遭J’砂碧 ，ゼ フ ナン ，搾乳 ，植 物（ ノリ ー埓^ 添 加レか時->)柘 恋力.  右 未

を 良 性刎 呻^ 心ﾋ 瀬i<  り̂ 調・-斥，試 析恥-i  も小 ぞれ叩 クン パア賃挿艮 ダダ^    ゙ ヽ 池木
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５月30 日 第VⅢ会場　午後1 :00 ～3 :45

あ ん 調 製 申 の 無 機 成 分 に つ い て の 研 究

別 府 大 短 大　 江 後迪 子

目 的　 あ ん は わ が 国 で 古 く か ら 使 わ れ て い る が、 小 豆 よ り こ し あ ん を 調 製 す るSI  水 煮 、 渋

切 り 、 ろ 過 な ど の 操 作 が 行 な わ れ る 。 原 料 の 小 豆 の 総 無 機 成 分 が こ れ ら の 調 理 操 作 の 際

ど の よ う な 動 向 を 示 す の か を 検 討 し た 。

方 法　 水 分 、 灰 分 は 常 法 に よ り 、p  は モ リ ブ デ ン 青 法 、Ca 、Fe 、 Ｋ、Mg 、Cu 、Zn     は 原 子 吸

光 法 に よ っ て 測 定 し た 。 小 豆 は Ｊ 試 料 を 用 い 、 Ｊ 点 に つ い て 実 験 し た 。 試 料 は い ず れ も

昭 和 ぷ＆年北 海 道 産 で、 大 納 言2 種 お よ び 小 豆 ／ 種 で あ る 。 あ ん の 調 製 は 、 家 庭 に お け る

調 理 を 想 定 し、 水 煮 、 渋 切 り 、 再 加 熱 、 摩 砕 、 ろ 過 （ 皮 を 除 く ） 再 ろ 過( 沈 で ん 物 分 離）

を 行 な い、 渋 切 り 液 、 皮 部 。 あ ん 上 澄 液 、 あ ん の μ 分 画 と し て 各 無 機 成 分 を 測 定 し た 。

結 果　 原 料 と し た 小 豆 の 無 磯 成 分 をノ00 と し た と き 、 灰 分 で は 回 収 率9  3% で 渋 切 り 液 部

/ぶ% 、 皮 擲n% 、 あ ん の 上 澄 部S2 ％ 、 あ ん 擲30% で あ っ た 。P    は 渋 切 り 液 擲//% 皮 擲 。忿

％ 、 あ ん 上a  部/ ぶ％ 、 あ んSB  り% 、re  は 渋 切 り 液 ぷ% 、 皮SB  む ％、 あ ん 上 澄 擲9  % 。 あ

ん部 お ％ で あ っre 。K     は 渋 切 り 液/ ￥％ 、 皮 罵9  ％ 、 あ ん 上 澄SB  33.% 、 あ ん 擲32% 、Mg  は

渋 切 り 液/0% 、 皮as  2! ％、 あ ん 上 澄 部 。22％ 、 あ んgB  33% で あ っ た 。Cu は 渋 切 りm.  //%｡

皮 部30% 、 あ ん 上 澄 部//% 、 あ んgii 13% 、Zn  は 渋 切 、り 液//% 、 皮 擲21 ％ 、 あ ん 上 澄 部&

％ 、 あ んas  10% で あ っ た 。

こ の よ う に あ ん 調 製 中 の 各 無 機 成 分 の 動 向 は 元 素 に よ り 異 な る が 、 あ ん 中 へ は ほ ぽ30 ～

10% が 残 存 す る も の と 考 え ら れ た 。


